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山
開
き
の
行
わ
れ
た
『
様
田
コ
ー
ス
』

を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

　
山
頂
へ
は
、
８
ル
ー
ト
あ
り
ま
す
が
、

５
合
目
付
近
の
「
こ
め
つ
が
山
荘
」
ま

で
車
で
行
け
る
『
様
田
コ
ー
ス
』
は
、

７
合
目
の
一
ノ
腰
、
前
岳
・
森
吉
神
社

を
経
由
し
て
山
頂
を
目
指
す
コ
ー
ス
で
、

子
ど
も
や
年
配
者
が
比
較
的
気
軽
に
登

れ
る
と
人
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
め
つ
が

山
荘
（
自
炊
宿
泊
１
、
４
７
０
円
、
休

憩
無
料
、
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
妖
精
の
森
a
76
―
２
１
０
７
）
は
、

こ
の
コ
ー
ス
の
登
山
ベ
ー
ス
と
な
り
ま

す
。�

　
こ
の
コ
ー
ス
の
他
に
も
『
阿
仁
ブ
ナ

帯
コ
ー
ス
』
『
奥
森
吉
ヒ
バ
ク
ラ
コ
ー

ス
』
な
ど
の
人
気
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
「
北
秋
田
市
商
工
観

光
課
a
62
―
６
６
３
９
」
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■
霊
峰
「
森
吉
山
」
の
み
ぢ
か
な
歴
史
　
『
嶽
ま
い
り
』

　
古
来
か
ら
「
秋
田
山
」
と
も
称
さ
れ
、
人
々
か
ら
敬
わ
れ
た

『
森
吉
山
』
。
悠
久
の
歴
史
の
一
部
分
を
「
嶽
ま
い
り
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
鈴
木
正
和
さ
ん
（
米
内
沢
神
社
神
官
）
が
旧
森

吉
町
の
広
報
（
昭
和
61
年
）
に
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。
抜
粋
し

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。�

　　
　

　�
���������������������

　
嶽
ま
い
り
の
行
わ
れ
た
の
は
旧
暦
の
４
月
８
日
、
新
暦
で
い

う
と
今
年
は
５
月
15
日
に
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
今
、
こ
の
時
期

の
行
事
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。�

森　　吉�
登山ガイド�

もりよし�

　
古
く
は
、
比
企
ヶ
嶽
・
黒
岳
・
向
岳
・
秋
田
山
と
も
呼

ば
れ
た
が
、
地
元
で
は
単
に
「
ダ
ケ
」
と
も
言
う
。
旧
暦

四
月
八
日
は
森
吉
神
社
の
祭
典
で
あ
り
、
本
城
の
頭
巾
頭

和
乗
院
の
指
示
の
下
、
獅
子
が
麻
生
か
ら
打
当
ま
で
を
祭

典
以
前
の
期
間
に
廻
り
、
ま
た
多
く
の
血
気
の
青
壮
年
が

「
嶽
ま
い
り
」
と
称
し
、
七
日
間
の
精
進
み
そ
ぎ
の
上
、

村
ご
と
に
隊
を
組
ん
で
遠
近
よ
り
集
ま
り
、
夜
明
け
前
か

ら
入
山
を
開
始
し
、
氷
雪
を
踏
ん
で
登
は
ん
、
山
頂
に
て

御
来
光
を
仰
ぎ
、
森
吉
神
社
に
詣
で
御
札
を
い
た
だ
き
、

必
ず
自
生
の
モ
ロ
ビ
の
小
枝
を
手
折
っ
て
下
山
し
た
。

　
嶽
ま
い
り
は
、
別
称
「
モ
ロ
ビ
詣
」
「
モ
ロ
ビ
ワ
ケ
」

と
も
言
わ
れ
、
モ
ロ
ビ
が
大
き
な
役
割
を
持
つ
。
オ
オ
シ

ラ
ビ
ソ
・
オ
オ
リ
ュ
ウ
セ
ン
・
別
名
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ

と
も
称
さ
れ
、
本
州
中
部
以
北
亜
高
山
帯
に
見
ら
れ
る
常

緑
針
葉
樹
で
あ
る
。

　
現
在
の
進
歩
し
た
生
活
や
農
業
耕
作
と
違
っ
て
、
先
人

の
生
活
や
農
耕
は
一
層
難
儀
を
と
も
な
っ
て
い
た
た
め
「
嶽

ま
い
り
」
の
姿
に
は
、
真
剣
と
謙
虚
と
喜
び
が
深
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。

　
モ
ロ
ビ
は
、
今
は
高
山
植
物
と
し
て
自
然
保
護
の
立
場

か
ら
、
一
切
と
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
ま
た
「
嶽

ま
い
り
」
も
、
こ
こ
十
数
年
絶
え
て
い
る
が
、
復
活
の
話

も
あ
る
。

一ノ腰

森
吉
神
社

雲
嶺
峠
（
分
岐
）
→

森吉山頂ヒバクラコース
（至　ノロ川）

（至　阿仁スキー場）

スキー場駐車場

様
田
コ
ー
ス

こめつが山荘

石森

至　森吉山荘・太平湖 至国道105号

西ノ又コース

１,４５４ｍ

１，３０８ｍ

１，２６４ｍ 阿仁ブナ帯コース

↓ ニッコウキスゲ群落

オオシラビソの林

イワカガミ・
チングルマ群落

お花畑

↓

←ロッジ森吉・妖精の森

オオシラビソ・
コメツガの林

イワカガミ・
チングルマ

稚児平

参考コースタイム

こめつが山荘⇔山頂
登り　３時間
下り　２時間３０分

→

※花の時期は
　６～７月を
　対象にして
　います

松倉コース

林道

山人平

勘
助
道




